




要約:病児を抱える家族が持つ課題を調査し、必要な対応を検討した。病児以外の同胞に

心理的負担がかかっており、様々な問題があることが示された。また介護する家族の問題

としても同胞への配慮が求められた。具体的には、付き添い・面会時の一時託児・保育や

家族面会室、プレイルーム等の整備やヘルパーの活用などが求められていた。

入院療養を育児的に補うためにも、院内保育や院内学級の整備、ケースワーカーの配置な

どやカウンセリング機構の整備などが求められていた。

そのほか疾患特性による家族負担の違いや地域的医療療育資源の違いが指摘された。今後

小児科診療として、家族ケアーに対する総合的な配慮を求められると考えられた。


